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シール部は下イラストの消耗部品から構成されていますので、部品交換の時は順番を間違えないように取り付けてく
ださい。

● 各部品の交換前に保護カバーを外すことによって交
換作業が容易になります。

シール部は右イラストの消耗部品から構成されています
ので、部品交換の時は順番を間違えないように取り付け
てください。

日々 の作業を安定して能率的に行うために、作業前・作業後のメンテナンス・早い時期の消耗部品の交換をお勧
めいたします。
以下の「消耗部品の交換方法」をよくお読みいただき、正しく作業を行ってください。

7　消耗部品の交換方法

シール部の構造

7-1　部品交換の準備

シリコンシート
シリコンシート

ガラステープ：25mm幅 ガラステープ：25mm幅

温度センサー
ヒーター ヒーター

センタードライテープ センタードライテープ

温度センサー

シールバー（上）
シールバー（上）

ガラステープ：38mm幅

センタードライテープ

シリコンゴム

ヒーター
ガラステープ：25mm幅
シリコンゴム

シールバー（下） シールバー（下）

シールバー（下）

210-10 、310-5 、410-5タイプ 210-10Wタイプ

ビスA 保護カバー

保護カバー

シールバー保持部

ビスA

下側のビスAと保護カバーは
210-10Wタイプのみに取り付けられています

シールバー（上）

警告 	 各部品の交換及び保護カバーを外す時には、必ず制御部の電源OFFボタンを押し、電源をOFF状態にし
てから作業を行ってください。電源がON状態のまま作業を行うと不用意にシールが行われ火傷などをする危
険性があります。

注意 	 保護カバーを外さず作業を行い、センタードライ
テープなどが大きくたるんだ状態で作業を行いま
すと、シール不良の原因になります。

警告 	 取扱説明書に記載されている以外の間違った方法で部品を交換すると機械が正常に働かないばかりか、感
電や火傷をする危険性があります。

警告 	 消耗部品は必ず弊社指定の部品をご使用ください。指定外の部品を使用されると製品の性能が正しく発揮で
きないだけでなく、故障の原因にもなります。
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【必　要　物】	 はさみ
【交換の目安】	 凸凹が発生した、シールが汚い等

1	 「7-1　部品交換の準備」（→ P.18）を参照
して、保護カバーを取り外してください。

2	 傷んだセンタードライテープを取り外します。 

3	 新しいセンタードライテープの粘着テープが付い
ている面をシールバーの方に向け、シールバー
保持部の穴の上端位置にセンタードライテープ
の端を合わせてセンタードライテープの一方の端
をシールバーに貼り付けます。 

4	 センタードライテープをシール部の長さより両端と
も約 10mmずつ長めになるようにハサミで切りま
す。

5	 センタードライテープのもう一方の端の粘着テー
プ部を反対側へ折り曲げて貼り付けます。

6	 1で取り外した保護カバーをシールバーに取り付
けてください。

7-2　センタードライテープの交換

10mmくらい 10mmくらい
シール部の長さ

電極

センサー固定金具

シールバー保持部の長穴の上端
とセンタードライテープの端の位
置を合わせる。

センサー固定金具の両端の位置で
センタードライテープに切れ目を入れ
る。

注注 	 貼り替え時の注意：センタードライテープの中
心にヒーターが位置するようにして、センタード
ライテープの両サイドをシールバーに貼り付けて
ください。センタードライテープにシワがある状
態で貼り付けると、シールにもシワ模様が出ま
す。

注注 	 センタードライテープとシールバー保持
部の穴の上端の位置合わせを行い、
軽く仮貼り付けをした後、センサー固定
金具にかかる部分の両端位置でセン
タードライテープにカッターなどで切れ目
を入れるとセンタードライテープのシワを
少なくして貼り付けることができます。

注意 	 センタードライテープに切れ目を入れる
時に温度センサーを傷つけないように注
意してください。
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ヒーターを取り付けている電極は右イラストのような部品
構成になっています。

【必　要　物】	 プラスドライバー
【交換の目安】	 ヒーターが切れた、凸凹が発生した、

シールが汚い等

1	 「7-1　部品交換の準備」（→ P.18）を参照
して、保護カバーを取り外してください。

2	 「7-2　センタードライテープの 交 換 」
（→ P.19）を参照して、センタードライテープ
を取り除いてください。

3	 左右双方電極のビスBを緩めてヒーターが左右
に張られていない状態にします。（電極カバーを
外す必要はありません。）

4	 左右双方電極の電極カバーの穴にプラスドライ
バーを差し込み、ビスCを緩めるとヒーターを取
り外すことができます。

5	 取り付ける時は、電極の片方ずつ、電極板と
板バネの間にヒーター端子を差し込み、電極か
らヒーターが浮かないようにヒーター端子を指で
押さえたままヒーター止めビスCをドライバーで押
しながら締め付けて固定します。

6	 3で緩めたビスBを確実に締付けヒーターが左
右に張られた状態にします。（ビスBの締め付
けがゆるいとヒーターが左右に張られた状態にな
らずヒーターが損傷する原因になります）

7	 「7-2　センタードライテープの 交 換 」
（→ P.19）を参照して、センタードライテープ
を取り付けてください。

8	 1で取り外したて保護カバーをシールバーに取り
付けてください。

7-3　ヒーターの交換
電極部の部品構成

電極台
電極板

電極板バネ

電極カバー

ビスB
ビスC（M4×6）

ビスD

回す

ビスB

ヒーター

電極板

電極板バネ

押しながら回す

ヒーター端子

ビスC

警告 	 「もし誤って、ビスCを紛失した場合、ビスC
（M4×6）より長いビスを代用しないようにしてく
ださい。

	 ビスCより長いビスを使用すると電極台を固定
しているビスDと接触して、ショートする危険性
があります。

注意 	 ヒーター交換の時はガラステープ、シリコンシー
トの破損状況もかならず確認し、傷んでいれば
同時に交換してください。

	 ガラステープ、シリコンシートが傷んでいてヒー
ターとシールバーが直接接触するとショートする
危険性があります。

MEMO 	 ビスや電極カバーを紛失しないように電極カ
バーを外さないでヒーターを交換できる構造に
なっています。

注意 	 ビスBを緩めないと、ヒーターが左右
に張られた状態のままになるのでヒー
ターを取り付ける際に適切に電極板と
板バネの間にヒーター端子をセットでき
なくなります。
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【必　要　物】	 はさみ、プラスドライバー
【交換の目安】	 ヒーターがよく切れる、シールが汚い等

1	 「7-1　部品交換の準備」（→ P.18）を参照
して、保護カバーを取り外してください。

2	 「7-2　センタードライテープの 交 換 」
（ → P.19）、「7-3　 ヒーター の 交 換 」
（→ P.20）を参照して、センタードライテープ、
ヒーターを取り除いてください。

3	 ヒーター下側のガラステープとシリコンシートをき
れいにはがしてください。

4	 新しいシリコンシートをシール部の長さより約
2mm長めに貼り付けます。（１枚）

5	 ガラステープをシリコンシートの上に重ねて、貼り
付けます。

	 約 5mmずつシール面の外側（電極の上）から
貼り付けてください。（１枚）

6	 「7-3　ヒーターの交換」（→ P.20）、「7-2
　センタードライテープの交換」（→ P.19）
を参照して、ヒーター、センタードライテープを取
り付けてください。

7	 1で取り外した保護カバーをシールバーに取り付
けてください。

7-4　ガラステープ、シリコンシートの交換

シリコンシート

ガラステープ

シリコンシートの上にガラス
テープを重ねて貼る

2mmくらい

5mmくらい

2mmくらい

5mmくらい

シール部の長さ

電極

注注 	 粘着のりが残っている上にテープを貼り
ますと、シールに悪影響を起こします。

注注 	 ガラステープ交換の際に、シリコンシー
トのシールバーへの貼り付け粘着力が
低下していましたらガラステープとともに
シリコンシートも交換してください。

注注 	 ガラステープは製品により使用する幅が異なり
ます。以下の指定サイズ幅のガラステープをご
使用いただきますようお願いします。

■ 210-10 、310-5 、410-5タイプ
シールバー（上）：ヒーター側	 ＝25mm幅
シールバー（下）：シリコンゴム側	 ＝38mm幅

■ 210-10Wタイプ
シールバー（上）：ヒーター側	 ＝25mm幅
シールバー（下）：シリコンゴム側	 ＝25mm幅
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【必　要　物】	 プラスドライバー
【交換の目安】	 温度センサーの破損

取り外し
1	 「7-1　部品交換の準備」（→ P.18）を参照
して、保護カバーを取り外してください。

2	 「7-2　センタードライテープの 交 換 」
（ → P.19）、「7-3　 ヒーター の 交 換 」
（→ P.20）を参照して、センタードライテープ、
ヒーターを取り除いてください。

3	 温度センサーの接続コネクタを外してください。
4	 ビスC-1 、ビスC-2を緩めてセンサー固定金具
を外してください。

5	 ビスBを緩めて温度センサーモジュールを取り外
してください。

7-5　温度センサーの交換

接続コネクタ部の拡
大イラスト

接続コネクタ

シールバー

ビスA

ビスB

保護カバー

ビスC-1

ビスC-2

ヒーター

温度センサーモジュール

センサー固定金具

ここのツマミを押し下げ、ロック解除してから外してください
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温度センサーの交換（つづき）

取り付け
6	 温度センサー固定金具の突起部分を温度セン
サー先端部の穴にはめ込み、ビスC-1で固定し
てください。

7	 温度センサーがたるまないように温度センサーの
接続コネクタ側に軽く引きながらもう一方のセン
サー固定金具をビスC-2で固定してください。

8	 断熱ボードをシールバーとの間に挟んで温度セ
ンサーモジュールをビスBでシールバーに固定し
てください。

9	 3で外した温度センサーの接続コネクタをハンド
部のコネクタに取り付けてください。

10	「7-3　ヒーターの交換」（→ P.20）、「7-2
　センタードライテープの交換」（→ P.19）
を参照して、ヒーター、センタードライテープを取
り付けてください。

11	 1で取り外したて保護カバーをシールバーに取り
付けてください。

温度センサー（先端部）

ビスC-1

温度センサー固定金具 裏側の溝
の中にセンサーが通るように取り付
けてください。

温度センサーがたるまないように取り付けてください。
センサーはヒーターの下側に取り付けてください

ビスC-2

ヒーター

断熱ボード

センサー固定金具

センサー固定金具

温度センサー
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【必　要　物】	 アルコール（エタノール）
【交換の目安】	 シールが汚い等

1	 210-10Wタイプは「7-1　部品交換の準備」
（→ P.18）を参照して、保護カバーを取り外
してください。

	 「7-2　センタードライテープの 交 換 」
（ → P.19）、「7-3　 ヒーター の 交 換 」
（→P.20）、「7-4　ガラステープ、シリコンシー
トの交換」（→ P.21）を参照して、センタード
ライテープ、ヒーター、ガラステープも取り除いて
ください。

2	 シリコンゴム（白）の上に貼り付けているガラス
テープをはがします。

3	 シリコンゴム（白）を取ります。
4	 シールバー（下）の金属部に残った粘着のりを
アルコール（エタノール）を使ってとります。

5	 新しいシリコンゴム（白）を端から順に丁寧に貼っ
てください。

6	 「7-4　ガラステープ、シリコンシートの交換」
（ → P.21）、「7-3　 ヒーター の 交 換 」
（→ P.20）、「7-2　センタードライテープの
交換」（→ P.19）を参照して、ガラステープ、
ヒーター、センタードライテープを取り付けてくださ
い。

7-6　シリコンゴム（白）の交換

シリコンゴム（白）
端から順に貼り付けます

シールバー（下）

注注 	 シリコンゴム（白）は貼り直しができませ
ん。




